
【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 全グループで授業公開を伴う授業改善に取り組んだ。 4 国語・算数の学力調査において５学年以上で前年度よりプラス

3 １グループを除いて、授業公開を伴う授業改善に取り組んだ。 3 国語・算数の学力調査において４学年以上で前年度よりプラス

2 ２グループを除いて、授業公開を伴う授業改善に取り組んだ。 2 国語・算数の学力調査において３学年以上で前年度よりプラス

1 ３グループを除いて、授業公開を伴う授業改善に取り組んだ。 1 国語・算数の学力調査において前年度よりプラスが２学年以下

4 ８割以上の授業で児童主体の個別最適な学習を実践した。 4 児童アンケート「進んで学習に取り組む」９0％以上

3 ７割以上の授業で児童主体の個別最適な学習を実践した。 3 児童アンケート「進んで学習に取り組む」８0％以上

2 ６割以上の授業で児童主体の個別最適な学習を実践した。 2 児童アンケート「進んで学習に取り組む」70％以上

1 ６割未満の授業で児童主体の個別最適な学習を実践した。 1 児童アンケート「進んで学習に取り組む」70％未満

4 全学年で計画通り実施した。 4 児童アンケート「授業内容が分かる」９0％以上

3 ５学年以上で計画通り実施した。 3 児童アンケート「授業内容が分かる」８0％以上

2 ４学年以上で計画通り実施した。 2 児童アンケート「授業内容が分かる」70％以上

1 ３学年以下で計画通り実施した。 1 児童アンケート「授業内容が分かる」70％未満

4 全教員が日常的に指導した。 4 児童アンケート「自分からあいさつ」が８０％以上

3 ９０％以上の教員が日常的に指導した。 3 児童アンケート「自分からあいさつが７０％以上

2 ８0％以上の教員が日常的に指導した。 2 児童アンケート「自分からあいさつ」が６０％以上

1 ８0％未満の教員が日常的に指導した。 1 児童アンケート「自分からあいさつ」が６０％未満

4 全教員がガイドラインを活用し、実践に活かした。 4 児童アンケート「落ち着いて安心して生活」が８０％以上

3 ９０％以上の教員ガイドラインが活用し、実践に活かした。 3 児童アンケート「落ち着いて安心して生活」が７０％以上

2 ８0％以上の教員がガイドラインを活用し、実践に活かした。 2 児童アンケート「落ち着いて安心して生活」が６０％以上

1 ８0％未満の教員がガイドラインを活用し、実践に活かした。 1 児童アンケート「落ち着いて安心して生活」が６０％未満

4 全教員が日常的に情報共有を行った。 4 児童アンケート「いじめは許さないこと」が９０％以上

3 ９０％以上の教員が日常的に情報共有を行った。 3 児童アンケート「いじめは許さないこと」が８０％以上

2 ８０％以上の教員が日常的に情報共有を行った。 2 児童アンケート「いじめは許さないこと」が７０％以上

1 ８０％未満の教員が日常的に情報共有を行った。 1 児童アンケート「いじめは許さないこと」が７０％未満

4 全校児童が参加した。 4 体力テストの結果が４学年以上８項目中４項目で都平均以上

3 90％以上の児童が参加した。 3 体力テストの結果が４学年以上８項目中３項目で都平均以上

2 80％以上の児童が参加した。 2 体力テストの結果が４学年以上８項目中２項目で都平均以上

1 70％以上の児童が参加した。 1 体力テストの結果８項目中１項目で都平均以上が４学年未満

4 全学級で記録と振り返りを行った。 4 児童アンケート「健康について学び理解している」８０％

3 90％以上の学級で記録と振り返りを行った。 3 児童アンケート「健康について学び理解している」７０％

2 80％以上の学級で記録と振り返りを行った。 2 児童アンケート「健康について学び理解している」６０％以上

1 70％以上の学級で記録と振り返りを行った。 1 児童アンケート「健康について学び理解している」６０％未満

4 全学級で指導・活用した。 4 児童アンケート「安全を理解し生活」８０％

3 ９０％以上の学級で指導・活用した。 3 児童アンケート「安全を理解し生活」７０％

2 ８０％以上の学級で指導・活用した。 2 児童アンケート「安全を理解し生活」６０％以上

1 ８０％未満の学級で指導・活用した。 1 児童アンケート「安全を理解し生活」６０％未満

4 全教員が意識し、実践に生かした。 4 児童アンケート「学級活動や行事で力を発揮できた」90％以上

3 ９０％以上の教員が意識し、実践に生かした。 3 児童アンケート「学級活動や行事で力を発揮できた」80％以上

2 ８０％以上の教員が意識し、実践に生かした。 2 児童アンケート「学級活動や行事で力を発揮できた」70％以上

1 ６０％以上の教員が意識し、実践に生かした。 1 児童アンケート「学級活動や行事で力を発揮できた」70％未満

4 ８０％以上の児童が楽しく参加し、協力して取り組んだ。 4 児童アンケート「行事の満足度」８０％以上

3 ７０％以上の児童が楽しく参加し、協力して取り組んだ。 3 児童アンケート「行事の満足度」７０％以上

2 ６０％以上の児童が楽しく参加し、協力して取り組んだ。 2 児童アンケート「行事の満足度」６０％以上

1 ６０％未満の児童が楽しく参加し、協力して取り組んだ。 1 児童アンケート「行事の満足度」６０％未満

4 ９０％以上の児童が集団をよりよくする話し合いに参加した。 4 児童アンケート「話合いを通し目標達成した」８０％以上

3 ８０％以上の児童が集団をよりよくする話し合いに参加した。 3 児童アンケート「話合いを通し目標達成した」７０％以上

2 ７０％以上の児童が集団をよりよくする話し合いに参加した。 2 児童アンケート「話合いを通し目標達成した」６０％以上

1 ７０％未満の児童が集団をよりよくする話し合いに参加した。 1 児童アンケート「話合いを通し目標達成した」６０％未満

　学級活動や児童会・クラブ活
動、学校行事で、集団の一員とし
て学級や学校をよくしようとする態
度や自己有用感を高める。

　学級活動や、児童会・クラブ活
動の時間に、課題を解決するた
めの話し合いの時間を設定する。
また教員研修を実施し、指導力
の向上を図る。

輝
く
未
来

様々な集団活動に自主的・実践
的に取り組み、互いのよさや可能
性を発揮しながら自己実現を
図ったり、よりよい人間関係を形
成したりできるようにする。

　児童が自主的に参画できるよう
に、「特別活動　大人の１０の流
儀」を意識させる。

　児童の危険予知能力を育成
し、危険を回避する能力を向上さ
せる。

　安全教育プログラム等を活用し
た安全指導を行う。また、事前に
十分指導した上で、予告なしの
避難訓練を毎月実施する。

　従来と異なる状況下でも、知恵
を出し、工夫しながら新たな行事
を生み出し、児童に達成感や連
帯感をもたせる。

　感染拡大防止策を講じ、児童
が主体的に取り組めるスポーツ及
びアートフェスティバルの計画を
立て、実施する。

　
健
や
か
な
体

　自ら体を整え、健全な生活を築
こうとする児童の育成。

　元気アップガイドブックの運動
内容を参考にして、児童の体力
向上を目指す。

　休み時間や朝の時間を活用
し、元気アップタイムを実施する。

　元気アップガイドブックや保健
便り、給食便りを活用し、児童の
健康意識を高める。

　生活リズムカード（グッドモーニ
ング６０）に取り組み、児童が自身
の生活の振り返りを行う。

豊
か
な
心

　自分と共に他者を大切にする
態度や、社会の一員であるという
自覚と規範意識の育成。

　自発的に挨拶をする態度を養
い、挨拶が自然に通い合う関係
をつくる。

　新型コロナウイルス感染拡大防
止策を講じながら、児童が落ち着
いて安心した学校生活を送ること
ができるようにする。

　ふれあい月間で挨拶運動を実
施する。年度内で３回学校生活
目標に挨拶を取り上げ、挨拶指
導の強化を図る。

　感染拡大予防ガイドラインを活
用し、児童、保護者、教職員が予
防策を実施できるようにする。ま
た感染状況等はメール等で公開
する。

　いじめの未然防止・早期発見・
早期解決を行う。また、人権教育
を推進する。

　軽微ないじめを見逃さない情報
共有の日常化と、必要に応じてい
じめ対策委員会を開き、組織的
な対応を行う。

　児童の学力を把握し、実態に即
した授業改善を行うことで、学力
の向上を図る。

　単元ごとの３観点評価を計画的
に行い、指導と評価の一体化を
意識した授業を行う。

昭島市立つつじが丘小学校　令和４年度　 学校経営重点計画（教育推進計画）計画表

　人間関係調整力と自己有用感
をもち、積極的に他者と関わろう
とする児童の育成。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

　児童が各教科等の特質に応じ
た見方・考え方を働かせながら行
う、主体的・対話的な学びの実
現。

　教員一人一人が課題意識を
もって主体的に取り組む校内研
究を行うことで、授業力の向上を
図る。

　教員それぞれが抱える課題に
ついて小グループで検証すること
で、より主体的な授業改善を図
る。

学校教育目標

「だれもが笑顔になる学校」
　〇自ら学び、表現する子
　〇認め合い、協力して行動する子
　〇すすんで体を整える子

ビジョン

「だれもが笑顔になる学校」　〇ひとりぼっちにしない教育　〇未来に向かってチャレンジする教育

〇自ら学び、表現する子　〇認め合い、協力して行動する子　〇すすんで体を整える子

〇子供第一主義で行動する教師　〇子供の「人間モデル」としての教師

　学ぶことの楽しさを味わわせる
授業を積み重ね、児童の学びに
向かう力を向上させていく。

　児童自身に課題意識をもたせ、
タブレットを活用した児童主体の
個別最適な学習を展開していく。


